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165活動報告
　法政大学国際日本学研究所（HIJAS）が 2017 年度に行った主催事業、国際
シンポジウム、研究会、後援事業などの概要は以下の通りであった。
Ⅰ.	 第 3 回ヨーゼフ ･クライナー博士記念法政大学国際日本学賞
　厳正なる審査の結果、第 3回ヨーゼフ ･クライナー博士記念法政大学国際
日本学賞については、該当者はなかった。
　第 4回については、2018 年 7月 31 日（火）を締め切りとして、募集を行っ
ている。
Ⅱ.	法政大学江戸東京研究センターの設立
　2017 年 11 月、HIJASがエコ地域デザイン研究センターと連携して申請した
「江戸東京研究の先端的・学際的拠点形成」が文部科学省平成 29（2017）年度「私
立大学研究ブランディング事業」支援対象に選定された。事業期間は平成 29
（2017）年度から平成 33（2021）年度である。これに伴い、法政大学江戸東京
研究センター（EToS）も設立された。
　本事業は古代から未来までを見通す江戸東京研究が対象であり、国際日本
学の一環でもあることから、HIJAS としても本事業及びEToS の活動に積極
的に関与してゆく計画である。
Ⅲ.	研究会
　2017 年度はHIJAS主催の研究会を 1回開催した。
1.	 「近世日本における北方イメージ」
開催日時：2017 年 7月 23 日（日）、13時から 17時 30 分
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会場：法政大学市ヶ谷キャンパスボアソナードタワー 25階 B会議室
報告者（報告順）：米家志乃布（法政大学国際日本学研究所所員・文
学部教授）、小林ふみ子（法政大学国際日本学研究所所員・文学部
教授）、真島望（成城大学文芸学部非常勤講師）、伊藤龍平（南台
科技大学助理教授）、横山泰子（法政大学国際日本学研究所所員・
理工学部教授）
Ⅳ.	研究所来訪
　2017 年度はHIJASに外部機関から 5件の訪問があった。
1.	 サカエ・ジルー＝ムラカミ氏（アルザス欧州日本学研究所副所長・
ストラスブール大学名誉教授、来訪日：2017 年 4月 25 日［火］）
2.	 マルクース・リュッターマン氏（国際日本文化研究センター教授、
来訪日：2017 年 5月 2日［火］）
3.	 赤間亮氏（立命館大学教授、2017 年 7月 27 日［木］）
4.	 レオン・ヴァンデルメールシュ氏（東洋学者、2017 年 9月 16 日［土］）
5.	 禹成玟氏（東北アジア歴史財団、来訪日：2017 年 11 月 13 日［月］）
Ⅴ.	 共催事業
　2017 年度はHIJASによる共催事業が 3件あった。
1.	 「周恩来総理と日本」
開催日時：2017 年 4月 17 日（月）、19時 45 分から 21時
会場：日中友好会館
報告者：周秉宜（中央文献研究室周恩来研究会常務理事、南開大学
周恩来研究センター特別研究員）、王敏（法政大学国際日本学研究
所専任所員、教授）
2.	 「翻訳の限界を超えるために－『紅楼梦』の日本語翻案をテキストに」
開催日時：2017 年 6月 30 日（金）、20時から 21時 30 分
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会場：日中友好会館
報告者：呉昊（華東師範大学外国学院博士課程）
3.	 「日本の「混成文化」――禹王信仰を通して」
開催日時：2017 年 12 月 15 日（金）、20時から 21時 30 分
会場：日中友好会館
報告者：王敏（法政大学国際日本学研究所専任所員、教授）
Ⅵ.	後援事業
　2017 年度はHIJASによる後援事業が 1件あった。
1.	 平成 27 年度科学研究費若手研究（B）採択	「戦前の民間組織による
対外的情報発信とその影響：英語版	『東洋経済新報』を例として」
シンポジウム「英語版『東洋経済新報』とその時代」
開催日時：2017 年 12 月 2日（土）、13時から 17時 30 分
会場：法政大学市ヶ谷キャンパスボアソナードタワー 25階会議室B
報告者：鈴村裕輔（法政大学）、池尾愛子（早稲田大学）、上品和馬（早
稲田大学）、イーサン・マーク（ライデン大学）、増田弘（立正大学）
司会：鈴村裕輔
Ⅶ .	その他
1.	 2017 年 8 月、「在欧博物館等保管日本仏教美術資料フライヤー」2017
年版が発行された。
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